
様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 

※  国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校法

人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いること。 
 

学校名 星槎道都大学 
設置者名 学校法人北海道星槎学園 

 

 
１．理事（役員）名簿の公表方法 

 
 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

 

非常勤 

 

私立学校 キャンパス長 

R02.04.01 

～ 

R05.03.31 

組織運営体制チェ

ック、企画・調整 

 

非常勤 

 

株式会社 代表取締役 
H31.04.01 

～ 

R05.03.31 

組織運営体制チェ

ック、企画・調整 

 

常勤 
 
公益財団法人 総務部長 

H30.04.01 

～ 

R04.03.31 

 

法人業務の総理 

 

非常勤 

 

有限会社 代表取締役 
H31.04.01 

～ 

R05.03.31 

組織運営体制チェ

ック、企画・調整 

 

非常勤 

 

一般社団法人 会長 
H31.04.01 

～ 

R05.03.31 

組織運営体制チェ

ック、企画・調整 

（備考） 

公表方法：ホームページ掲載

https://www.seisadohto.ac.jp/kouhou/soumu/yakuin-meibo_2020.pdf 

http://www.seisadohto.ac.jp/kouhou/soumu/yakuin-meibo_2020.pdf


様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 星槎道都大学 

設置者名 学校法人北海道星槎学園 

 
 

○ 厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し 

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

 

本学教授会規程第２０条の規定に基づき、本学学務委員会の小委員会としてシラバ

ス検討委員会を設置し、教育の質の保証のため各授業科目のシラバスの記載内容がカ

リキュラム・ポリシー及びディプロマ・ポリシーに照らして整合性を保っているか等を

検討し、作成している。 

本学の授業計画書（シラバス）作成過程は、授業の方法及び内容、到達目標、成績

評価の方法や基準その他の事項を記載した本学の所定様式に各科目の担当教員がカリ

キュラム・ポリシーやディプロマ・ポリシーに則り、作成する。その作成物をシラバス

第三者チェック委員会によって検証し、必要に応じて修正を行う中で完成に至ってい

る。その中で本学の授業計画書（シラバス）は、以下のとおり具体的かつ明確に記載

しており、学生及び教職員にはポータルサイト及びＷＥＢで例年４月に公表を行って

いる。また、学外においては利便性を考慮して、広く周知することが可能であるインタ

ーネットを駆使して、本学のホームページにて同時期に公表している。 

 

・授業形態 （講義、演習、実験、実習の別） 

・授業担当者 

・単位認定責任者 

・科目ナンバリング 

・実務経験のある教員の授業科目 

・履修目標（授業の目的） 

・授業の位置づけ（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーとの関連） 

・到達目標 

・授業全体の内容と概要 

・授業の方法 

・評価方法及び基準（定期試験・レポート等の項目、パーセンテージによる評価配分） 

・成績評価基準（授業別ルーブリック） 

・各授業回における学習内容及び授業外学習として準備学習・事後学習の内容・時間 

 

授業計画書の公表方法 

公表方法：ホームページに掲載し，学生にはウェブ等にて

公表https://www.seisadohto.ac.jp/introduction/disclosure 

/ 

/introduction/disclosure/
/introduction/disclosure/


 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、 

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

 
単位については学則第２２条に単位数の計算基準が定められている。また、成績等

の表示及び成績評価基準については、学則第２５条にて学生に周知している。 

単位認定は、試験や出席状況等の総合評価で認定となるが、その方法・基準等につ

いては、学生にあらかじめ示している授業計画（シラバス）上の客観的な方法・基準 

（定期試験・レポート等の項目、パーセンテージによる評価配分、採点範囲の評価基

準、ランクによる評価）・ルーブリックに基づき、各授業科目の学修成果の評価を行

い、単位の授与又は履修の認定を行っている。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと 

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

 

本学では、成績評価において、ＧＰＡの客観的な指標を設定している。ＧＰＡは星

槎道都大学成績評価基準及び履修単位数の上限設定等に関する規程を定め、成績評価

基準（１００～０点）、評価（Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｆ等）と連動してＧＰを明示して以下

のとおり算出が行えるようにしている。 

 

＜ＧＰＡの算出方法＞ 
 Ｓの修得単位数×4.0＋Ａの修得単位数×3.0＋Ｂの修得単位数×2.0＋Ｃの修得単位数×1.0 総履

修登録単位数（「Ｆ」の単位数を含む。） 

 

ＧＰＡは学期ごと及び在学の通算で算出され、卒業判定・ＣＡＰ制度・修学指導等

に活用して成績評価の厳格化に取り組んでいる。ＧＰＡに係る公表は、学生及び教職

員、そして学外に対しても広く周知することが可能であるインターネットを駆使し

て、本学のホームページにて公表している。 

なお、ＧＰＡの分布に関しては、修学指導の基礎資料として学生ごとに算出した資

料を例年学務委員会へ提出し、各学科で学生の履修科目平均成績を相対的に比較・把握

している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

公表方法：ホームページ及び学生便覧に掲載
https://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2017/05/seiseki 
_gpa.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 

http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2017/05/seiseki
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2017/05/seiseki
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2017/05/seiseki


（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

 

本学では、以下のとおり各学部・学科の特色に応じた「ディプロマ・ポリシー（学

位授与の方針）」に基づき、卒業の認定に関する方針を定め、学生及び教職員、そして学

外に対しても広く周知することが可能であるインターネットを駆使して、本学のホーム

ページにて公表している。 

 

学部の教育課程が定める授業科目を履修し、基準となる単位数を修得した学生に 

「学士」の学位を授与する。これによって、以下の能力、知識および態度等が身につ

いていることを保証する。 

１．すべての人々が共生する社会の実現に資する意志や態度。 

２．すべての人々が共生する社会の基盤となる専門分野における知識、技能および

これらを実践的に活用する能力。 

３．すべての人々が共生する社会で必要となる教養。 

４．課題探求能力をもって自ら問題を発見し、論理的に思考し、解決に導く態度 

５．身のまわりや地域にある様々な問題に関心を持ち、自己の意見を的確に表現す 

るとともに、自らの責任を自覚し、問題解決のためにすべての人々と協働する

ことができる態度。 

【経営学部経営学科】 

経営学部経営学科は、建学の精神および星槎の三つの約束に基づき、教育課程が定 
める科目を履修し、以下の知識・能力・態度を身につけ、定められた授業科目を含む１

２４単位以上、通算ＧＰＡが１．２以上を満たした者に「学士」の学位を授与する。 

＜学修目標＞ 
１．社会の要請に応えうる人材として、経営に関する知識や技能を獲得し、社会の 

現実に即応できるよう、基礎から応用までを俯瞰的に理解している。（知識・技能） 

２．共生社会の実現に寄与できる人材として、経営の専門的な知識のみならず幅広い

教養を体得している。（知識・技能） 

３．企業等の組織および社会が抱える課題を経営学の視点から分析し、解決策を構築

する能力を身につけている。（思考力・判断力・表現力等） 

４．所属する組織の目的実現に必要なリーダーシップとコミュニケーション能力を身

につけている。（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

５．スポーツや地域のイベント、ボランティア活動などを通じて地域社会の発展に貢

献するためのマネジメント能力を身につけている。（主体性を持って多様な人々

と協働して学ぶ態度） 

＜履修すべき科目と単位＞ 
１．経営学の専門的な知識・技能を学ぶために必要な基本的知識となり、論理的か 

つ効率的に分析・表現するために必要となる共通教育科目群から３０単位以上を

修得していること。 

２．経営学に関する専門的な知識や技能を修得するために設置されている専門科目群

から必修科目を含めて６４単位以上を修得していること。経営にかかわるさまざ

まな領域で問題解決に取り組むために、必修科目として、「経営学総論」 

「簿記論」「経営組織論」「経営管理論」の４科目８単位を履修し、単位を修得する

こと。また、スポーツマネジメントコースは、上記の４科目に加えて、「スポーツマ

ネジメント論」「スポーツ社会学」「スポーツ経営管理論」「スポーツ文化論」「ス

ポーツビジネス論」の全９科目１８単位を必修科目として修得すること。 

   ３．コミュニケーション能力を育成し、プレゼンテーションやレポート作成など、

論理的かつ効率的に分析・表現できる力を身につけるために、基礎演習科目５ 単 

 
  



位と専門演習８単位を修得すること。 

【社会福祉学部社会福祉学科】 

社会福祉学部社会福祉学科は、建学の精神および星槎の三つの約束に基づき、教育 
課程が定める科目を履修し、以下の知識・能力・態度を身につけ、定められた授業科

目を含む１２４単位以上、通算ＧＰＡが１．２以上を満たした者に「学士」の学位を

授与する。 

＜学修目標＞ 
１．ソーシャルワークの基礎知識や基本技能を修得し、それらを関連づけて体系的 

に理解していること。（知識・技能） 

２．共生社会の創造のため、人間と文化、社会と歴史、自然と環境、外国語、健康な

どに関する幅広い教養を身につけていること。（知識・技能） 

３．コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力、情報リテラシー及び知識や

情報を複眼的・論理的に分析し表現できる能力を身につけていること。（思考

力・判断力・表現力等） 

４．現代社会や地域が抱える課題に気付き、それらの解決に果敢に立ち向かう能力を

身につけていること。（知識・技能）（思考力・判断力・表現力等） 

５．生涯学び続けるための意欲と学習する習慣を身につけていること。（主体性を

持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

６．自らを律し、他者と協調・協働して行動ができること。（主体性を持って多様な

人々と協働して学ぶ態度） 

７．人の尊厳を重んじ、豊かな人間性を尊重できる態度を身につけていること。（主体

性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

＜履修すべき科目と単位＞ 
１．主体的な学修の基盤となり、社会福祉学について専門的に学んでいくための基 

本的な知識としても必要となる共通教育科目群から３０単位以上を修得して

いること。 

２．社会福祉学に関する専門的な知識や技能を修得するために設置されている専門科

目群から６４単位以上を修得していること。 

３．社会福祉学科では、共生社会の実現に不可欠な福祉援助について体系的に学び、個

人や社会にとって必要な課題解決のために創意工夫する能力を身につける こと

を目標としている。このため、「相談援助の基盤と専門職Ⅰ」「相談援助の基盤と

専門職Ⅱ」「現代社会と福祉Ⅰ」「現代社会と福祉Ⅱ」「社会保障論Ⅰ」 

「社会保障論Ⅱ」「低所得者に対する支援と生活保護制度」「権利擁護と成年後

見制度」「保健医療サービス」「障害者に対する支援と障害者自立支援制度」「福祉

行財政と福祉計画」の１１科目２２単位を必修科目として履修し、単位を修得する

こと。 

４．表現力やコミュニケーション能力の育成とともに、大学生としての基礎的な知識

と基本的な学修能力の修得を目指し、１年次より必修科目として設置されている

「スタートアップ演習」「基礎ゼミナール（ⅠＡ～ⅡＢ）」「地域共生プログラム」

の６単位を修得していること。 

【美術学部】 

美術学部デザイン学科及び建築学科は、建学の精神および星槎の三つの約束に基づ 
き、それぞれの教育課程が定める科目を履修し、以下の知識・能力・態度を身につけ、定

められた授業科目を含む１２４単位以上、通算ＧＰＡが１．２以上を満たした者に 

「学士」の学位を授与する。



【美術学部デザイン学科】 

＜学修目標＞ 
１．美術、デザインの専門家に必要な基礎的素養を身につけ、共生社会の創造のた 

め、人間と文化、社会と歴史、自然と環境、外国語などに関する幅広い教養を身

につけていること。（知識・技能） 

２．他者との関係において、対話に関わる表現能力や論理的かつ創造的思考力を働か

せ、直面する課題解決のための判断力を身につけていること。（思考力・判断力・

表現力等） 

３．制作・研究について高い意欲と幅広い関心をもち、社会の中で自らの課題に主体

的に取り組むことができ、地域や国内外で、他の人々と協同しその解決と達成に

積極的に関わっていく高いコミュニケーション能力を身につけていること。

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

＜履修すべき科目と単位＞ 
１．美術・デザイン学について専門的に学んでいくための基本的な知識としても必 

要となる共通教育科目群から３０単位（うち必修科目１６単位）以上を修得し

ていること。 

２．美術・デザイン学に関する専門的な知識や技能を修得するために設置されている

専門科目群から６４単位（うち必修科目３２単位）以上を修得していること。 

３．共通教育科目群及び専門科目群から３０単位以上を修得していること。 

４．デザイン学科では、美術・デザイン学を体系的に学び、実践的学修で培われた知

識、技能、態度等を総合的に活用し、直面している問題の発見、解決方法につい

て考える力を身につけ、地域や国内外での多様な人々と協働して学ぶことができ

ることを目標としている。このため、「美術学概論Ⅰ」「美術学概論Ⅱ」 

「平面構成Ⅰ」「平面構成Ⅱ」「色彩環境論」「デッサンⅠ」「デッサンⅡ」「デッ

サンⅢ」「デッサンⅣ」「西洋美術史Ⅰ」「西洋美術史Ⅱ」の１１科目２２単位を必

修科目として履修し、単位を修得すること。 

５．コミュニケーション能力や表現力の育成とともに、大学生としての基礎的な知識

と基本的な学修能力の修得を目指し、1 年次より必修科目として設置されている

「スタートアップ演習」「基礎ゼミナール（ⅠＡ～ⅡＢ）」「地域共生プログラム」

の６単位を修得していること。 

【美術学部建築学科】 

＜学修目標＞ 
１．次代の可能性を切り開き共生社会の実現ならびに貢献できる人材として、建築 

学に関する専門知識や技能を基礎に、自国の文化や社会環境、地域共生などに

関する幅広い教養を身につけている。（知識・技能） 

２．建築のプロフェッショナルとして、技術者倫理を基礎に企画力・提案力・分析

力・表現力など、広く社会に通用する人間力を身につけている。（思考力・判断

力・表現力等） 

３．地域や共生社会に関する様々な問題に関心を持ち、「建築デザイン」と「ものつく

り」を通して、さまざまな人と協働して問題解決に真摯に向き合う態度とコミュ

ニケーション能力を身につけている。（主体性を持って多様な人々と協働して学

ぶ態度） 

＜履修すべき科目と単位＞ 
１．建築学について専門的に学んでいくための基本的な知識として必要となる共通 

教育科目群から３０単位（うち必修科目１６単位）以上を修得していること。

２．建築学に関する専門知識や技能を修得するために設置されている専門科目群か 

ら６４単位（うち必修科目４１単位）以上を修得していること。    



 

３．共通教育科目群及び専門科目群から３０単位以上を修得していると。 

４．建築学科では、建築学を体系的に学び、実践的学修で培われた知識、技能、態度

等を総合的に活用し、直面している問題の発見、解決方法について考える力を身

につけ、地域や国内外での多様な人々と協働して学ぶことができることを目標とし

ている。このため、「基本製図」「建築設計製図」「建築史」「建築システム論」「建築

材料」「建築設計演習Ⅰ」「建築設計演習Ⅱ」「建築計画Ⅰ」「建築設備Ⅰ」「建築構

造力学Ⅰ」「建築構造力学Ⅱ」「建築材料実験」「建築法規Ⅰ」 

「建築環境Ⅰ」「建築施工」「都市計画」の１６科目３１単位を必修科目として履

修し、単位を修得すること。 

５．コミュニケーション能力や表現力の育成とともに、大学生としての基礎的な知識

と基本的な学修能力の修得を目指し、１年次より必修科目として設置されている

「スタートアップ演習」「基礎ゼミナール（ⅠＡ～ⅡＢ）」「情報基礎演習 

（Ⅰ・Ⅱ）」「地域共生プログラム」の８単位を修得していること。 

卒業の認定に関する

方針の公表方法 

公表方法：ホームページ及び学生便覧に掲載 

https://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/4533ed4 

f76add68e3e16eba0641f1723-1.pdf 

http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/4533ed4
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/4533ed4
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/4533ed4


（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 

※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４ 

－②を用いること。 

学校名 星槎道都大学 

設置者名 学校法人北海道星槎学園 
 

 
１．財務諸表等 

財務諸表等 公表方法 

 
貸借対照表 

ホ ー ム ペ ー ジ 掲 載 ／ 

https://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/07/1f0ed2e 
006c5b0072023d3255098c19c.pdf 

 

収支計算書又は

損益計算書 

ホ ー ム ペ ー ジ 掲 載 ／ 
https://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/07/353d015 

de51741c7bdda546803e86dbb.pdf 

 
財産目録 

ホームページ掲載／ 

https://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/07/c0ce3a4 

74e0e98e04b63c10fc7d85d55.pdf 

 
事業報告書 

ホームページ掲載／ 

https://www.seisadohto.ac.jp/kouhou/soumu/jigyou- 

houkoku.pdf 
 

監事による監査

報告（書） 

ホ ー ム ペ ー ジ 掲 載 ／ 
https://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/07/3f156d7 

c078f4f5f1d3c5bf40279ddb0.pdf 
 
 

 

単年度計画（名称： 対象年度： ） 

公表方法： 

中長期計画（名称： 対象年度： ） 

公表方法： 

 
 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 
公表方法：ホームページ掲載／ 

https://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2017/01/jikotenken2015.pdf 

 

 

公表方法：ホームページ掲載／ 

２．事業計画（任意記載事項） 

http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/07/1f0ed2e
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/07/353d015
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/07/c0ce3a4
http://www.seisadohto.ac.jp/kouhou/soumu/jigyou-
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/07/3f156d7
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2017/01/jikotenken2015.pdf
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2017/01/jikotenken2015.pdf
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2017/01/jikotenken2015.pdf


（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1 項に掲げる情報の概要 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に

関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 全学部全学科 

教育研究上の目的（公表方法：ホームページ及び学生便覧に掲載） 

https://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2017/05/kyouiku_kenkyuu_mokuteki.pdf 

（概要） 

＜学部・学科の教育研究上の目的＞ 

【経営学部】 
情報化、国際化、さらにグローバル化が進展する２１世紀の産業社会で活躍する人材を 

育成する。また、グローバルな視点だけでなく地域社会とのつながりについても重視し、

経営およびそれに関連した分野等について研究し、その成果を社会と学生の学びへ還元す

る。 

（経営学科） 
企業の会計管理・国際経営戦略などを中心とした諸理論を学ぶだけでなく、経営を広い 

視点から捉え、地域社会やスポーツビジネスのような様々な社会的活動も経営対象と捉え、幅

広い視野と国際的かつ地域に根ざした経営感覚を持つ幅広い人材を養成する。また、これ

らの学びの中から次世代を育む指導者を育成し、保健体育・商業等の教職において活躍し

得る人材を養成する。 

【社会福祉学部】 

建学の精神のもとに、多岐にわたる福祉施設や行政機関等で活躍する人材を養成すると 
ともに、共生社会の実現をめざす。グローバルな視点から社会サービスの現状とその背景

にある政治、経済、文化等について研究し、その成果を学生へ還元する。 

（社会福祉学科） 
共生社会のシステム構築に寄与する人材を養成する。 高齢者や障害者、子ども・家庭等 

｢要支援者｣の自立生活に焦点を当て、あらゆる支援活動にかかわることができるソーシャ

ルワーカーを養成する。特別支援・社会分野の教職において活躍し得る人材を養成する。  

【美術学部】 

建学の精神を念頭に、両学科の所属学生に対し、幅広い知識や教養を修得させると共に、 
豊かな感性や感覚と高い技能とを身につけさせ、美しく心豊かな社会創りに、持続的に積

極的に関わることのできる人材養成を行うこと。また、研究に関しては、より的確な教育

方法の研究と共に、幅広い視野で、とりわけ地域の諸問題について検証し、それらの改善

と発展に寄与すること等を目的とする。 

（デザイン学科） 
知識や教養の修得と共に、個々の学生の感性や感覚の練磨につとめ、感受性豊かで想像 

力や表現力や創造力のある人間形成を行うこと。教職を目指す学生には、美術ならではの

教育方法の特質と役割とを認識させ、教育現場での授業等において、それらを反映させ実

践できる人材の育成を行うこと。研究に関しては、常に一人ひとりの学生に寄り添い、そ

れぞれの特質を把握し、効果的な教育方法を展開させられるようにすること、また、美術

についての専門的な知識や技能等を、十分に社会に還元させることを目標とする。 

（建築学科） 
人びとの生活から社会活動の基盤となる建築・都市環境に関わる専門知識を有し、これ 

らを構築する豊かな創造力をもち、社会に貢献する建築技術者を育成する。また、工業（建

築）分野の教職において活躍できる人材を育成する。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：ホームページ及び学生便覧掲載） 

https://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/4533ed4f76add68e3e16eba0641f172 3-

1.pdf 

http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2017/05/kyouiku_kenkyuu_mokuteki.pdf
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2017/05/kyouiku_kenkyuu_mokuteki.pdf
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2017/05/kyouiku_kenkyuu_mokuteki.pdf
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/4533ed4f76add68e3e16eba0641f172
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/4533ed4f76add68e3e16eba0641f172
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/4533ed4f76add68e3e16eba0641f172


 

（概要） 

＜卒業の認定に関する方針（ディプロマポリシー）＞ 

本学では、以下のとおり各学部・学科の特色に応じた「ディプロマ・ポリシー（学位 

授与の方針）」に基づき、卒業の認定に関する方針を定め、学生及び教職員、そして学外

に対しても広く周知することが可能であるインターネットを駆使して、本学のホームペー

ジにて公表している。 

 

学部の教育課程が定める授業科目を履修し、基準となる単位数を修得した学生に「学

士」の学位を授与する。これによって、以下の能力、知識および態度等が身についているこ

とを保証する。 

１．すべての人々が共生する社会の実現に資する意志や態度。 

２．すべての人々が共生する社会の基盤となる専門分野における知識、技能および

これらを実践的に活用する能力。 

３．すべての人々が共生する社会で必要となる教養。 

４．課題探求能力をもって自ら問題を発見し、論理的に思考し、解決に導く態度

５．身のまわりや地域にある様々な問題に関心を持ち、自己の意見を的確に表現す 

るとともに、自らの責任を自覚し、問題解決のためにすべての人々と協働する

ことができる態度。 

【経営学部経営学科】 

経営学部経営学科は、建学の精神および星槎の三つの約束に基づき、教育課程が定 
める科目を履修し、以下の知識・能力・態度を身につけ、定められた授業科目を含む１ ２

４単位以上、通算ＧＰＡが１．２以上を満たした者に「学士」の学位を授与する。 

＜学修目標＞ 
１．社会の要請に応えうる人材として、経営に関する知識や技能を獲得し、社会の 

現実に即応できるよう、基礎から応用までを俯瞰的に理解している。（知識・

技能） 

２．共生社会の実現に寄与できる人材として、経営の専門的な知識のみならず幅広

い教養を体得している。（知識・技能） 

３．企業等の組織および社会が抱える課題を経営学の視点から分析し、解決策を構

築する能力を身につけている。（思考力・判断力・表現力等） 

４．所属する組織の目的実現に必要なリーダーシップとコミュニケーション能力を

身につけている。（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

５．スポーツや地域のイベント、ボランティア活動などを通じて地域社会の発展に

貢献するためのマネジメント能力を身につけている。（主体性を持って多様な

人々と協働して学ぶ態度） 

＜履修すべき科目と単位＞ 
１．経営学の専門的な知識・技能を学ぶために必要な基本的知識となり、論理的か 

つ効率的に分析・表現するために必要となる共通教育科目群から３０単位以上

を修得していること。 

２．経営学に関する専門的な知識や技能を修得するために設置されている専門科目

群から必修科目を含めて６４単位以上を修得していること。経営にかかわるさ

まざまな領域で問題解決に取り組むために、必修科目として、「経営学総論」 

「簿記論」「経営組織論」「経営管理論」の４科目８単位を履修し、単位を修

得すること。また、スポーツマネジメントコースは、上記の４科目に加えて、 

「スポーツマネジメント論」「スポーツ社会学」「スポーツ経営管理論」「ス

ポーツ文化論」「スポーツビジネス論」の全９科目１８単位を必修科目として 
修得すること。 



 

３．コミュニケーション能力を育成し、プレゼンテーションやレポート作成など、

論理的かつ効率的に分析・表現できる力を身につけるために、基礎演習科目５ 

単位と専門演習８単位を修得すること。 

【社会福祉学部社会福祉学科】 

社会福祉学部社会福祉学科は、建学の精神および星槎の三つの約束に基づき、教育 
課程が定める科目を履修し、以下の知識・能力・態度を身につけ、定められた授業科目を

含む１２４単位以上、通算ＧＰＡが１．２以上を満たした者に「学士」の学位を授与する。 

＜学修目標＞ 
１．ソーシャルワークの基礎知識や基本技能を修得し、それらを関連づけて体系的 

に理解していること。（知識・技能） 

２．共生社会の創造のため、人間と文化、社会と歴史、自然と環境、外国語、健康

などに関する幅広い教養を身につけていること。（知識・技能） 

３．コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力、情報リテラシー及び知識

や情報を複眼的・論理的に分析し表現できる能力を身につけていること。（思

考力・判断力・表現力等） 

４．現代社会や地域が抱える課題に気付き、それらの解決に果敢に立ち向かう能力

を身につけていること。（知識・技能）（思考力・判断力・表現力等） 

５．生涯学び続けるための意欲と学習する習慣を身につけていること。（主体性を

持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

６．自らを律し、他者と協調・協働して行動ができること。（主体性を持って多様

な人々と協働して学ぶ態度） 

７．人の尊厳を重んじ、豊かな人間性を尊重できる態度を身につけていること。（主体

性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

＜履修すべき科目と単位＞ 
１．主体的な学修の基盤となり、社会福祉学について専門的に学んでいくための基 

本的な知識としても必要となる共通教育科目群から３０単位以上を修得してい

ること。 

２．社会福祉学に関する専門的な知識や技能を修得するために設置されている専門

科目群から６４単位以上を修得していること。 

３．社会福祉学科では、共生社会の実現に不可欠な福祉援助について体系的に学び、個

人や社会にとって必要な課題解決のために創意工夫する能力を身につけることを目

標としている。このため、「相談援助の基盤と専門職Ⅰ」「相談援助の基盤と専

門職Ⅱ」「現代社会と福祉Ⅰ」「現代社会と福祉Ⅱ」「社会保障論Ⅰ」 

「社会保障論Ⅱ」「低所得者に対する支援と生活保護制度」「権利擁護と成年後

見制度」「保健医療サービス」「障害者に対する支援と障害者自立支援制度」 

「福祉行財政と福祉計画」の１１科目２２単位を必修科目として履修し、単位

を修得すること。 

４．表現力やコミュニケーション能力の育成とともに、大学生としての基礎的な知

識と基本的な学修能力の修得を目指し、１年次より必修科目として設置されて

いる「スタートアップ演習」「基礎ゼミナール（ⅠＡ～ⅡＢ）」「地域共生プ

ログラム」の６単位を修得していること。 

【美術学部】 

美術学部デザイン学科及び建築学科は、建学の精神および星槎の三つの約束に基づ 
き、それぞれの教育課程が定める科目を履修し、以下の知識・能力・態度を身につけ、定

められた授業科目を含む１２４単位以上、通算ＧＰＡが１．２以上を満たした者に 

「学士」の学位を授与する。 



 

【美術学部デザイン学科】 

＜学修目標＞ 
１．美術、デザインの専門家に必要な基礎的素養を身につけ、共生社会の創造のた 

め、人間と文化、社会と歴史、自然と環境、外国語などに関する幅広い教養を

身につけていること。（知識・技能） 

２．他者との関係において、対話に関わる表現能力や論理的かつ創造的思考力を働

かせ、直面する課題解決のための判断力を身につけていること。（思考力・判

断力・表現力等） 

３．制作・研究について高い意欲と幅広い関心をもち、社会の中で自らの課題に主

体的に取り組むことができ、地域や国内外で、他の人々と協同しその解決と達

成に積極的に関わっていく高いコミュニケーション能力を身につけているこ

と。（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

＜履修すべき科目と単位＞ 
１．美術・デザイン学について専門的に学んでいくための基本的な知識としても必 

要となる共通教育科目群から３０単位（うち必修科目１６単位）以上を修得し

ていること。 

２．美術・デザイン学に関する専門的な知識や技能を修得するために設置されている

専門科目群から６４単位（うち必修科目３２単位）以上を修得していること。 

３．共通教育科目群及び専門科目群から３０単位以上を修得していること。    

４．デザイン学科では、美術・デザイン学を体系的に学び、実践的学修で培われた 

知識、技能、態度等を総合的に活用し、直面している問題の発見、解決方法に 

ついて考える力を身につけ、地域や国内外での多様な人々と協働して学ぶこと 

ができることを目標としている。このため、「美術学概論Ⅰ」「美術学概論Ⅱ」 

「平面構成Ⅰ」「平面構成Ⅱ」「色彩環境論」「デッサンⅠ」「デッサンⅡ」 

「デッサンⅢ」「デッサンⅣ」「西洋美術史Ⅰ」「西洋美術史Ⅱ」の１１科目

２２単位を必修科目として履修し、単位を修得すること。 

５．コミュニケーション能力や表現力の育成とともに、大学生としての基礎的な知

識と基本的な学修能力の修得を目指し、1 年次より必修科目として設置されて

いる「スタートアップ演習」「基礎ゼミナール（ⅠＡ～ⅡＢ）」「地域共生プ

ログラム」の６単位を修得していること。 

【美術学部建築学科】 

＜学修目標＞ 
１．次代の可能性を切り開き共生社会の実現ならびに貢献できる人材として、建築 

学に関する専門知識や技能を基礎に、自国の文化や社会環境、地域共生などに

関する幅広い教養を身につけている。（知識・技能） 

２．建築のプロフェッショナルとして、技術者倫理を基礎に企画力・提案力・分析

力・表現力など、広く社会に通用する人間力を身につけている。（思考力・判

断力・表現力等） 

３．地域や共生社会に関する様々な問題に関心を持ち、「建築デザイン」と「もの

つくり」を通して、さまざまな人と協働して問題解決に真摯に向き合う態度と

コミュニケーション能力を身につけている。（主体性を持って多様な人々と協

働して学ぶ態度） 

＜履修すべき科目と単位＞ 
１．建築学について専門的に学んでいくための基本的な知識として必要となる共通 

教育科目群から３０単位（うち必修科目１６単位）以上を修得していること。

２．建築学に関する専門知識や技能を修得するために設置されている専門科目群か 

ら６４単位（うち必修科目４１単位）以上を修得していること。 
３．共通教育科目群及び専門科目群から３０単位以上を修得していること。 



 

４．建築学科では、建築学を体系的に学び、実践的学修で培われた知識、技能、態

度等を総合的に活用し、直面している問題の発見、解決方法について考える力

を身につけ、地域や国内外での多様な人々と協働して学ぶことができることを

目標としている。このため、「基本製図」「建築設計製図」「建築史」「建築

システム論」「建築材料」「建築設計演習Ⅰ」「建築設計演習Ⅱ」「建築計画

Ⅰ」「建築設備Ⅰ」「建築構造力学Ⅰ」「建築構造力学Ⅱ」「建築材料実験」 

「建築法規Ⅰ」「建築環境Ⅰ」「建築施工」「都市計画」の１６科目３１単位

を必修科目として履修し、単位を修得すること。 

５．コミュニケーション能力や表現力の育成とともに、大学生としての基礎的な知

識と基本的な学修能力の修得を目指し、１年次より必修科目として設置されて

いる「スタートアップ演習」「基礎ゼミナール（ⅠＡ～ⅡＢ）」「情報基礎演

習（Ⅰ・Ⅱ）」「地域共生プログラム」の８単位を修得していること。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：ホームページ及び学生便覧に掲載） 

https://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/06/9e68a88d9cf228dbef9f4c114e39504 
a.pdf 

（概要） 

＜教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）＞ 

【星槎道都大学】 
教育課程を「共通教育科目（人間と文化、社会と歴史、自然と環境、情報リテラシー、 

外国語、健康とスポーツ、基礎演習、キャリア支援、地域共生）」、「専門科目（基幹科

目、展開科目、専門演習、自由科目）」で構成し、各科目区分にすべての人々が共生する

社会の実現に資する人材養成、各資格・免許養成に必要な科目を配当することでカリキュ

ラムの骨格とする。 

【経営学部経営学科】 

経営学部経営学科では、２１世紀の産業社会で活躍する人材や地域社会の発展に貢献す 

る人材を育成するために、以下のような方針で教育課程を編成する。なお、各授業科目の

内容や到達目標、評価方法についてはシラバス（授業計画）において明示するとともに、

授業方法については授業改善アンケート等を通じて点検・評価を行い、常に授業の改善を

図っている。 

＜少人数教育の基盤となるゼミナールの重視＞ 
教員一人当たりの学生数が少ないという本学の特徴を生かして、きめ細かな指導や支援 

が行える少人数教育を実施する。その基盤として、１年次に「基礎ゼミナールⅠＡ・ⅠＢ 」、２年

次には「基礎ゼミナールⅡＡ・ⅡＢ」、３年次には「専門研究ⅠＡ・ⅠＢ 」、４年次には

「専門研究ⅡＡ・ⅡＢ」を設置し、大学生としての基礎的な知識や技能、思考力・判断力・

表現力等、主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度の育成を目指す。両科目では、担

当教員が、学生一人ひとりの学修・生活・進路についてきめ細かな指導や支援を行う。「基

礎ゼミナール」では、大学における学修を円滑に進めるための指導や支援を行う。「専門演

習」では、個々の学生が卒業論文執筆を通じて、課題解決に必要なスキルや文書表現・報告

能力を修得するための指導を行う。 
＜共生社会の実現に寄与する人材育成のための科目群の設定及び各種資格・免許課程の設
置＞ 

１．専門科目に経営に関する基礎となる科目を設定する。（知識・技能）（思考力・判 

断力・表現力等） 

２．専門科目にビジネスやコミュニティにおいて実践力を持った人材を養成するための

科目を設定する。（知識・技能）（思考力・判断力・表現力等）（主体性を持って

多様な人々と協働して学ぶ態度） 

http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/06/9e68a88d9cf228dbef9f4c114e39504
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/06/9e68a88d9cf228dbef9f4c114e39504
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/06/9e68a88d9cf228dbef9f4c114e39504


 

３．共生社会に向けて、インクルーシブ教育に適応できる専門的な教師を養成するため、高等

学校教諭一種免許状（商業）の教職課程を設置する。 

４．専門科目にスポーツ経営に関する基礎となる科目および地域に根ざしたスポーツの

指導者、障がい者スポーツ指導員、スポーツソーシャルワーカーの養成課程を設置

する。 

５．スポーツマネジメントコースを設置し、スポーツの分野においてインクルーシブ教

育に適応できる専門的な教師を養成するため中学校教諭一種免許状（保健体育）、

高等学校教諭一種免許状（保健体育）の教職課程を設置する。 

＜キャリア教育の充実＞ 
社会参加や就業に向けた意識の高揚を図るとともに、進路希望実現のための実践的な能 

力を育成するため、１年次から段階的にキャリア支援科目を設定する。（知識・技能）（思

考力・判断力・表現力等）（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

【社会福祉学部社会福祉学科】 

社会福祉学部社会福祉学科では、共生社会のシステム構築に寄与する人材を養成するこ 

と、高齢者や障害者、子ども・家庭等「要支援者」の自立生活に焦点を当て、あらゆる支

援活動にかかわることができるソーシャルワーカーを養成すること、特別支援・社会分野

の教職において活躍し得る人材を養成することを教育目標とし、以下のような教育課程を

編成している。各授業科目の内容、到達目標、評価方法についてはシラバスに明示し、授

業については授業改善アンケート等を通じ点検・評価を行い、常に改善を図っている。 

＜少人数教育の基盤となるゼミナールの重視＞ 
教員一人当たりの学生数が少ないという、本学の特長を生かして、きめ細かな指導や支 

援を行うことのできる少人数教育を実施する。その基盤として、１年次の「基礎ゼミナー

ルⅠＡ・ⅠＢ 」及び２年次の「基礎ゼミナールⅡＡ・ⅡＢ」、並びに３年次の「専門演習Ⅰ

Ａ・ⅠＢ 」及び４年次の「専門演習ⅡＡ・ⅡＢ」を位置づけ、大学生としての基礎的な知識や

技能、思考力・判断力・表現力等、主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度の育成を目

指す。両科目では、担当教員が、学生一人ひとりの学修・生活・進路についてきめ細かな指導

や支援を行う。「基礎ゼミナール」では、大学における学修を円滑に進めるための指導や

支援を行う。「専門演習」では、個々の学生が卒業論文執筆を通じて、社会福祉学研究に

必要なスキル（問題発見・分析能力の養成・情報文献収集・調査等）を獲得していくプロ

セスを支援する。 
＜共生社会の実現に寄与する人材育成のための科目群の設定及び各種資格・免許課程の設
置＞ 

１．専門科目（基幹科目）にソーシャルワークの基礎となる科目を設定する。（知識・ 

技能） 

２．学生が大学の内外で地域の人々とかかわりながら実践的に学ぶ科目を設定する。（主体

性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

３．地域を基盤とするソーシャルワーカーを養成するため、社会福祉士国家試験受験資

格課程、精神保健福祉士国家試験受験資格課程及びスクール（学校）ソーシャルワ

ーカー資格課程を設置する。 

４．保育相談支援に強い保育士を養成するため、保育士養成と社会福祉士養成を行う子

育て支援ソーシャルワーカー課程を設置する。 

５．特別支援教育の専門性を身に付けた教員を養成するため、特別支援学校教諭一種免

許状（知的障害者・肢体不自由者・病弱者に関する教育の領域）、中学校教諭一種

免許状（社会）、高等学校教諭一種免許状（地理歴史・公民）の教職課程を設置す

る。 

＜キャリア教育の充実＞ 
社会参加や就業に向けた意識の高揚を図るとともに、進路希望実現のための実践的な 

能力を育成するため、１年次から段階的にキャリア支援科目を設定する。（知識・技能） 

（思考力・判断力・表現力等）（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 



 

【美術学部】 
美術学部では、デザイン学科と建築学科を設置し、本学の教育理念に基づき専門的な知 

識や技能の修得のみならず広い視野と高い倫理意識を身につけた人材を育成することを教

育目標とし、以下のような方針で教育課程を編成している。なお、各授業科目の内容や到

達目標についてはシラバス等により明示するとともに、授業方法についてはＦＤ活動（授

業評価等）を通じ点検・評価する。また、成績については授業科目ごとに設けられた評価

方法に基づき厳正に評価する。 

【美術学部デザイン学科】 

＜少人数教育におけるゼミナールの重視＞ 
教員一人当たりの学生数が少ないという、本学の条件を生かして、可能な限り教員との 

マン・ツゥ・マンの教育場面が確保できる少人数教育を実施する。 

その根幹として「基礎ゼミナール」を位置づけ、地域連携活動など積極的に実施して表現

能力やコミュニケーション能力の育成を目指している。また、大学生としての基礎的な知

識と基本的な学修能力の修得を目指しながら、基礎ゼミナール担当教員がクラス担任を兼

ね、学生一人ひとりの学修・生活・進路についてきめ細かく指導する。そのための科目と

して、１年次に「基礎ゼミナールⅠＡ・ⅠＢ」、２年次には「基礎ゼミナールⅡＡ・ⅡＢ」を設け

ている。 

また、専門知識や技能の修得のため、３年次には「専門研究ⅠＡ・ⅠＢ 」、４年次には、 

「専門研究ⅡＡ・ⅡＢ」を設置し、より高度な知識や技能の獲得を目指す。（知識・技能） 
（思考力・判断力・表現力等）（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

＜体系的な科目の設置＞ 
１年次では、各専攻に関わらず、全員がデッサン、構成、配色などの基本を修得する科 

目を設置する。２年次からは専門的な知識や技能及び思考方法を学ぶことができるように、多

彩な専門科目を設置し、画家、彫刻家、工芸作家、デジタル系デザイナー、プロダクトデ

ザイナー、イラストレーター、漫画家などを育成する科目を設定する。 

学生に自らの適性や将来の志望をより的確に判断してもらうために、３年次、４年次と

専門ゼミナールに所属し、さらに専門的な知識や技能を学ぶ。また、３０単位を上限とし

て他学科履修も可能にし、学びの幅、学びの深さを身につけることを可能としている。 

さらに、共生社会に向けて、インクルーシブ教育に適応できる専門的な教師を養成する

ため、中学校教諭一種免許状（美術）、高等学校教諭一種免許状（美術・工芸）の教職課

程を設置する。 

＜キャリア教育の充実＞ 
社会参加と就業への意識を高め、育成していくためのキャリア科目を、１年次には、「キ 

ャリア支援演習Ⅰ（職業能力開発支援）」「キャリア支援演習Ⅱ（職業理解支援）」を必

修科目とし、３年次には、「キャリア支援演習Ⅲ（資格取得・コンクール等支援）」「キャリア支

援演習Ⅳ（就活等支援）」、４年次には、「キャリア支援演習Ⅴ（その他支援）」を段階的

に履修できるように設置している。また専門科目については、各人の目指す職業と関連づけて

学習できるように企画創造デザインコース、ＣＧデザインコース、映像デザインコース、Ｗ

ＥＢデザインコース、絵画コース、彫刻コース、工芸コース、美術・工芸科教員養成コー

ス、イラストレーションコース、マンガ・アニメーションコースの１０コースを設定し、コ

ースごとのカリキュラムツリーも示している。（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ

態度） 

【美術学部建築学科】 

＜少人数教育におけるゼミナールの重視＞ 
教員一人当たりの学生数が少ないという、本学の条件を生かして、可能な限り教員との 

マン・ツゥ・マンの教育場面が確保できる少人数教育を実施する。 

その根幹として「基礎ゼミナール」を位置づけ、表現能力やコミュニケーション能力の

育成とともに、大学生としての基礎的な知識と基本的な学修能力の修得を目指している。 

さらに基礎ゼミナール担当教員と建築学科の学年担当教員が連携し、学生一人ひとりの学 



 

修・生活・進路についてきめ細かく指導する。そのための科目として、１年次に「基礎ゼ

ミナールⅠＡ・ⅠＢ」、２年次には「基礎ゼミナールⅡＡ・ⅡＢ」を設けている。 

また、専門知識や技能の修得のため、３年次には「建築研究Ⅰ・Ⅱ」、４年次には、「建築研究

Ⅲ・Ⅳ」を設置し、建築の思考力の育成や、地域連携活動を通しての問題解決力の育成を目指し

ている。（知識・技能）（思考力・判断力・表現力等）（主体性を持って多様   な人々と協働し

て学ぶ態度） 

＜体系的な科目の設置＞ 
建築学科では、建築の基礎知識から実務で応用できる専門知識や技能まで体系的に学ぶ。 

専門科目群は、建築士や建築施工管理技士の資格を取得するための科目や、「建築デザイ

ン」と「ものつくり」を中核とした建築を考え出し、表現する科目で構成され、この分野

の専門科目を学ぶことで、専門知識と技能、専門的な思考方法と問題を見つけ出す力、問

題解決能力を育成する。 

１年次では、建築の構造や材料、建築史、製図方法など、建築の基礎知識や技能を修得

する科目を設置する。また、インテリアや建築の表現に取り組む科目も１年次から設置す

る。２年次からは専門的な知識や技能及び思考方法を学ぶための専門科目を多数設置して

いる。 

また、３０単位を上限として他学科履修も可能にし、学びの幅、学びの深さを身につけ

ることを可能としている。 

さらに、共生社会に向けて、インクルーシブ教育に適応できる専門的な教師を養成する

ため、高等学校教諭一種免許状（工業）の教職課程を設置する。 

＜キャリア教育の充実＞ 
社会参加と就業への意識を高め、育成していくためのキャリア科目を、１年次には、「キ 

ャリア支援演習Ⅰ（職業能力開発支援）」「キャリア支援演習Ⅱ（職業理解支援）」を必

修科目とし、３年次には、「キャリア支援演習Ⅲ（資格取得・コンクール等支援）」「キャリア支

援演習Ⅳ（就活等支援）」、４年次には、「キャリア支援演習Ⅴ（その他支援）」を   段階的に履

修できるように設置している。また専門科目については、各人の目指す職種と関連づけて学修

できるように、建築技術者養成コース、すまいデザインコース、まちづくりデザインコース、

工業科教員養成コースの４コースを設定し、コースごとのカリキュラムツリーも示してい

る 。（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：ホームページ及び学生便覧、入学試験実施

要 項 に 掲 載 ） 
https://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/c648a58335592b3690bcd93c0b86aa7 
d-1.pdf 

（概要） 

＜入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）＞ 

【星槎道都大学】 
星槎道都大学は、建学の精神や星槎の三つの約束に共感し、各学部・学科の専門的知識 

や技術の修得はもとより、その専門知を生かして狭い専門領域を超えて統合し、共生社会

の創造に貢献したいという意欲を持った人を求めている。 

【経営学部経営学科】 

<教育目標> 
本学の建学の精神、教育の理念及び目的・使命に照らして経営学部経営学科は、次の教 

育目標を掲げる。 

１．経営の専門知識・技能と幅広い教養を修得して、マネジメントやスポーツの分野に

おけるさまざまな課題の抽出・解決に意欲的に取り組める人材を育成する。（知識・

技能）（思考力・判断力・表現力等） 

２．社会と積極的に関わり、さまざまな情報を活用しながら、社会的問題に対してしっかり

と粘り強く取り組める人材を養成する。（知識・技能）（主体性を持って多様な 

人々と協働して学ぶ態度） 

http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/c648a58335592b3690bcd93c0b86aa7
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/c648a58335592b3690bcd93c0b86aa7
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/c648a58335592b3690bcd93c0b86aa7


 

３．産業社会のみならず、学術・文化・スポーツなどのさまざまな事象に関心を持ち、

共生社会の創造に向けて多様な人々と協働できる人材を養成する。（主体性を持って

多様な人々と協働して学ぶ態度） 

<求める学生像> 
この教育目標に照らして経営学部経営学科が求める学生像は次の通りである。 
１．マネジメント分野において、最適なバランスを考えながら問題解決に取り組む意欲

を持っている人。 

２．スポーツ分野において、現状分析をベースに本学部での学修成果を実践に生かす前

向きな姿勢を持っている人。 

３．あらゆる事象に関心を持ち、情報を集め行動に生かす、柔軟な姿勢を持っている人。

４．学術・文化・スポーツなどの分野において優秀な成績を有し、その能力を経営・教 
育・スポーツなどの分野で活かすことを考えている人。 

<高校時代に身につけておくことが望ましいこと> 
高校での学びや社会とのかかわりを通して次のような知識や能力、態度を身につけてお 

くことが望ましい。 

１．資料を読み解き、自分自身の考えを適切に表現するための基礎的国語力を身につけ

ておくこと。（知識・技能）（思考力・判断力・表現力等） 

２．組織や社会が抱える課題を解決するための基礎となる公民や商業、地理歴史の知識

を身につけておくこと。（知識・技能）（思考力・判断力・表現力等） 

３．実社会において有用なコミュニケーション能力として基礎的な英語力を身につけて

おくこと。（知識・技能）（思考力・判断力・表現力等）（主体性を持って多様な   

人々と協働して学ぶ態度） 

４．部活動等を通じてスポーツマンシップや他者と協同する姿勢を身につけておくこと。

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

５．ボランティア等の課外活動を通じて社会と積極的に関わろうとする姿勢を身につけ

ておくこと。（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

【社会福祉学部社会福祉学科】 

＜教育目標＞ 
本学の建学の精神、教育の理念及び目的・使命に照らして社会福祉学部社会福祉学科は、 

次の教育目標を掲げる。 

１．高齢者や障害者、子ども・家庭等「要支援者」の自立生活に焦点を当て、共生社会

を意図して、あらゆる支援活動にかかわることができるソーシャルワーカーを養成

する。（知識・技能）（思考力・判断力・表現力等）（主体性を持って多様な人々と協

働して学ぶ態度） 

２．子どもの保育や親の子育て、子どもへの地域の関わりに焦点を当て、子どもに関わるあ

らゆる支援活動に対応することができる保育士・子育て支援ソーシャルワーカーを

養成する。（知識・技能）（思考力・判断力・表現力等）（主体性を持って多様な

人々と協働して学ぶ態度） 

３．子どもを取り巻く環境の変化や多様化する子どもへの対応に焦点を当て、特別支援

教育の専門性を身に付け、共生社会の実現に寄与することができる教員を養成する。

（知識・技能）（思考力・判断力・表現力等）（主体性を持って多様な人々と協働し

て学ぶ態度） 

＜求める学生像＞ 
この教育目標に照らして社会福祉学部社会福祉学科が求める学生像は次の通りである。 
１．支援を要する人々が抱える諸問題や、コミュニティの在り方に興味・関心を持って

いる人。 

２．支援を要する人々に関わり、コミュニケーションを通して問題解決に取り組む意欲

を持っている人。 

３．社会貢献活動などを通して広く評価を得ている人。 

４．学術・文化・スポーツなどの分野において優秀な成績を有し、その能力を福祉・教 



 

育・ 行政などの分野で活かそうと思っている人。 

＜高校時代に身につけておくことが望ましいこと＞ 

高校での学びや社会とのかかわりを通して次のような知識や能力、態度を身につけてお 
くことが望ましい。 

１．言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を身につけて

おくこと。（知識・技能）（思考力・判断力・表現力等） 

２．英語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び

付けた統合的な言活動を通して、情報や考えなどを的確に理解したり伝えあったり

するコミュニケーションを図る資質・能力を身につけておくこと。（知識・技能） 

（思考力・判断力・表現力等） 

３．地理歴史科あるいは公民科の分野の学習を通して、広い視野に立ち、グローバル化

する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家および社会の有為な形成者に必要

な資質・能力を身につけておくこと。（知識・技能）（思考力・判断力・表現力

等） 

４．学校や地域社会における様々な集団活動に自主的、実践的に取り組むことを通して、互

いのよさや可能性を発揮しながら集団や自己の生活上の課題を解決する資質・能力を身

につけておくこと。（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

５．横断的・総合的な学習を行うことを通して、自己の在り方生き方を考えながら、よ

りよく課題を発見し解決していくための資質・能力を身につけておくこと。（思考

力・判断力・表現力等） 

【美術学部デザイン学科】 

本学の建学の精神、教育の理念及び目的・使命に照らして美術学部デザイン学科は、次 
の教育目標を掲げる。 

＜教育目標＞ 
１．美術、デザインの専門家に必要な基礎的素養を身につけ、共生社会の創造のため、 

人間と文化、社会と歴史、自然と環境、外国語などに関する幅広い教養を身につけ

た人材を育成する。（知識・技能） 

２．他者との関係において、対話に関わる表現能力や論理的かつ創造的思考力を働かせ、直 

面する課題解決のための判断力を身に付けた人材を育成する。（思考力・判断力・表現 

力等） 

３．制作・研究について高い意欲と幅広い関心をもち、社会の中で自らの課題に主体的

に取り組むことができ、地域や国内外で、他の人々と協同しその解決と達成に積極

的に関わっていく高いコミュニケーション能力を身につけた人材を育成する。（主

体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

＜求める学生像＞ 
この教育目標に照らして美術学部デザイン学科が求める学生像は次の通りである。 

１．美術・デザインに関する専門的な知識や技能、及び幅広い教養を身につけようとす

る意欲のある人。 

２．対話、表現能力及び論理的かつ創造的思考力を働かせ、課題解決する判断力を身に

つけようとする意欲のある人。 

３．コミュニケーション能力を高め、地域や国内外で積極的に関わっていく意欲のある

人。 

＜高校時代に身につけておくことが望ましいこと＞ 
本学で学び研究するための基礎として、高校で履修した科目等を通して、次のような知 

識や能力をしっかりと身につけておくことを望む。

１．国語 

文章の読解力及び自分自身の考えを適切に表現できる文章力を身につけておくこと。 

（知識・技能）（思考力・判断力・表現力等） 

２．数学 

基礎的な数式やグラフを理解し、数学の基礎的な知識を身につけておくこと。（知識・ 



 

技能）（思考力・判断力・表現力等） 

３．英語 

グローバル社会でのコミュニケーションツールとして、基礎的な英語力を身につけて

おくこと。（知識・技能）（思考力・判断力・表現力等） 

４．公民、地理歴史または商業 

社会の仕組みと変化に関する基礎的な知識を身につけておくこと。（知識・技能）（思

考力・判断力・表現力等） 

５．芸術 

芸術文化を通して、地域や社会と積極的に関わっていく姿勢を身につけておくこと。 

（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

 
【美術学部建築学科】 

＜教育目標＞ 

本学の建学の精神、教育の理念及び目的・使命に照らして美術学部建築学科は、次の教 
育目標を掲げる。 

１．建築学に関する専門知識や技能を基礎として、幅広い教養を身につけ、共生社会の

実現ならびに貢献できる人材を育成する。（知識・技能） 

２．人と建築をとりまく環境に進んで関心を持ち、建築の表現を追求する能力を身につ

けた人材を育成する。（思考力・判断力・表現力等） 

３．「建築デザイン」と「ものつくり」を通して、主体的にさまざまな人と円滑なコミ

ュニケーションができる人材を育成する。（主体性を持って多様な人々と協働して

学ぶ態度） 

＜求める学生像＞ 
この教育目標に照らして美術学部建築学科が求める学生像は次の通りである。 
１．建築とデザイン、そしてそれをとりまく環境に常に好奇心を持ち、自ら学び、行動

することができる人。 

２．柔軟で多面的な思考を持ち、広い視野を持っている人。 
３．「ものつくり」を通して社会に貢献しようとする高い志と使命感を有する人。 

＜高校時代に身につけておくことが望ましいこと＞ 
本学で学ぶための基礎として、高校で履修した科目等を通して、次のような知識や能力 

をしっかりと身につけておくことを望む。

１．国語 

文章の読解力及び自分自身の考えを適切に表現できる文章力を身につけておくこと。 

（知識・技能）（思考力・判断力・表現力等） 

２．数学 

基本となる数式やグラフ・図形を理解し、数学の基礎的な考え方を身につけておくこ

と。（知識・技能）（思考力・判断力・表現力等） 

３．英語 

グローバル社会でのコミュニケーションツールとして、基礎的な英語力を身につけて

おくこと。（知識・技能）（思考力・判断力・表現力等） 

４．公民、地理歴史または商業 

社会の仕組みとその変化に関する基礎的な知識を身につけておくこと。（知識・技能） 

（思考力・判断力・表現力等） 

５．芸術 

自国の文化や伝統を理解し、地域や社会と積極的に関わっていく姿勢を身につけてお 

くこと。（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 
 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公 表 方 法 ： ホ ー ム ペ ー ジ 掲 載 ／ 

https://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/07/c1dfe709de7379c2b32ac97e74f8a68 
d.pdf 

http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/07/c1dfe709de7379c2b32ac97e74f8a68
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/07/c1dfe709de7379c2b32ac97e74f8a68
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/07/c1dfe709de7379c2b32ac97e74f8a68


 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 
a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 
副学長 

教授 准教授 講師 助教 
助手 
その他 

計 

－ 1 人 － 1 人 

経営学部 － 10 人 7 人 3 人 5 人 0 人 25 人 

社会福祉学部 － 12 人 9 人 3 人 0 人 0 人 24 人 

美術学部 － 10 人 6 人 4 人 0 人 0 人 20 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 
0 人 

 
41 人 

 
41 人 

 
 

 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法：ホームページ掲載 

（ 経 営 学 科 ） 
https://www.seisadohto.ac.jp/faculty/management/teacher/ 

（ 社 会 福 祉 学 科 ） https://www.seisadohto.ac.jp/faculty/social-
welfare/teacher/ 

（ デ ザ イ ン 学 科 ） 
https://www.seisadohto.ac.jp/faculty/design/teacher/ 

（建築学科） 
https://www.seisadohto.ac.jp/faculty/architecture/teacher/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 
 

 
 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

経営学部 120 人 113 人 94％ 480 人 426 人 89％ 人 人 

社会福祉学部 60 人 60 人 100％ 240 人 189 人 79％ 人 人 

美術学部 80 人 99 人 124％ 320 人 314 人 98％ 人 人 

合計 260 人 272 人 105％ 1,040 人 929 人 89％ 人 人 

（備考） 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 
 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

経営学部 
97 人 

（100％） 
人 

0（ ％） 
85 人 

（ 87.6％） 
12 人 

（ 12.4％） 

社会福祉学部 
30 人 

（100％） 
人 

0（ ％） 
26 人 

（ 86.7％） 
4 人 

（ 13.3％） 

http://www.seisadohto.ac.jp/faculty/management/teacher/
http://www.seisadohto.ac.jp/faculty/social-welfare/teacher/
http://www.seisadohto.ac.jp/faculty/social-welfare/teacher/
http://www.seisadohto.ac.jp/faculty/design/teacher/
http://www.seisadohto.ac.jp/faculty/architecture/teacher/


 

美術学部 
44 人 

（100％） 

人 

0（ ％） 

30 人 

（ 68.2％） 

14 人 

（ 31.8％） 

合計 
171 人 

（100％） 
0 人 

（ ％） 
141 人 

（ 82.5％） 
30 人 

（ 17.5％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 
 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 人 

（100％） 

人 

（ ％） 

人 

（ ％） 

人 

（ ％） 

人 

（ ％） 

 人 

（100％） 

人 

（ ％） 

人 

（ ％） 

人 

（ ％） 

人 

（ ％） 

合計 
人 

（100％） 
人 

（ ％） 
人 

（ ％） 
人 

（ ％） 
人 

（ ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要）シラバスを作成しポータルサイト及び本学ホームページに掲載している。 

 

〖教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）〗

https://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/06/9e68a88d9cf228dbef9f4c114e39504a.pdf 
 

〖授業科目（学則別表 1）〗

https://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/5df31f54c764438210a5fbf014c322c3.pdf 

 

〖授業の計画（社会福祉学科シラバス:2020）〗

https://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/51876ab26239b0873d7bc3b0ae287334.pdf  

 

〖授業の計画（経営学科シラバス:2020）〗

https://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/80c60eaf19b207625f84dad21e9b6828.pdf 

 

〖授業の計画（デザイン学科シラバス:2020）〗

https://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/c9574cf9572c15cd879be5606c582f6c.pdf 

 

〖授業の計画（建築学科シラバス:2020）〗

https://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/719c2d3f4760f0d28f52f1cedd67de50.pdf 
 

〖学年暦（年間スケジュール）〗

https://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/282c10cd53aaba6893cc8d86990f8923.pdf 

http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/06/9e68a88d9cf228dbef9f4c114e39504a.pdf
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/5df31f54c764438210a5fbf014c322c3.pdf
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/51876ab26239b0873d7bc3b0ae287334.pdf
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/80c60eaf19b207625f84dad21e9b6828.pdf
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/c9574cf9572c15cd879be5606c582f6c.pdf
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/719c2d3f4760f0d28f52f1cedd67de50.pdf
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2020/05/282c10cd53aaba6893cc8d86990f8923.pdf


⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

 

本学においては、それぞれの学科が設定した力を身につけるとともに、所定の単位を修め、本学学

則に定める卒業用件を満たした者に、学士の学位を授与している。 

授与する学位およびディプロマ・ポリシー（学位授与の方針）は以下の通りである。 

社会福祉学部社会福祉学科 学士（社会福祉学） 

美術学部デザイン学科 学士（デザイン学） 

美術学部建築学科 学士（建築学） 

経営学部経営学科 学士（経営学） 

＜ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針）＞ 

学部の教育課程が定める授業科目を履修し、基準となる単位数を修得した学生に「学士」の学 
        位を授与する。これによって、以下の能力、知識および態度等が身についていることを保証する。 

１．すべての人々が共生する社会の実現に資する意志や態度。 
２．すべての人々が共生する社会の基盤となる専門分野における知識、技能およびこれらを実践的

に活用する能力。 

３．すべての人々が共生する社会で必要となる教養。 

４．課題探求能力をもって自ら問題を発見し、論理的に思考し、解決に導く態度。 

５．身のまわりや地域にある様々な問題に関心を持ち、自己の意見を的確に表現するとともに、

自らの責任を自覚し、問題解決のためにすべての人々と協働することができる態度。 

【経営学部経営学科】 

経営学部経営学科は、建学の精神および星槎の三つの約束に基づき、教育課程が定める科目を 
       履修し、以下の知識・能力・態度を身につけ、定められた授業科目を含む１２４単位以上、通算Ｇ 

Ｐ Ａが１．２以上を満たした者に「学士」の学位を授与する。 

＜学修目標＞ 
１． 社会の要請に応えうる人材として、経営に関する知識や技能を獲得し、社会の現実に即応 

できるよう、基礎から応用までを俯瞰的に理解している。（知識・技能） 
２．共生社会の実現に寄与できる人材として、経営の専門的な知識のみならず幅広い教養を体得し

ている。（知識・技能） 

３．企業等の組織および社会が抱える課題を経営学の視点から分析し、解決策を構築する能力を身

につけている。（思考力・判断力・表現力等） 

４．所属する組織の目的実現に必要なリーダーシップとコミュニケーション能力を身につけて

いる。（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

５．スポーツや地域のイベント、ボランティア活動などを通じて地域社会の発展に貢献するための 

マネジメント能力を身につけている。（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

＜履修すべき科目と単位＞ 
１．経営学の専門的な知識・技能を学ぶために必要な基本的知識となり、論理的かつ効率的に分 

析・表現するために必要となる共通教育科目群から３０単位以上を修得していること。 

２．経営学に関する専門的な知識や技能を修得するために設置されている専門科目群から必修 

科目を含めて６４単位以上を修得していること。経営にかかわるさまざまな領域で問題 

解決に取り組むために、必修科目として、「経営学総論」「簿記論」「経営組織論」「経 

営管理論」の４科目８単位を履修し、単位を修得すること。また、スポーツマネジメントコ 

ースは、上記の４科目に加えて、「スポーツマネジメント論」「スポーツ社会学」「スポー 

ツ経営管理論」「スポーツ文化論」「スポーツビジネス論」の全９科目１８単位を必修科目と 

して修得すること。 



３． コミュニケーション能力を育成し、プレゼンテーションやレポート作成など、論理的かつ効 

率的に分析・表現できる力を身につけるために、基礎演習科目５単位と専門演習８単位を修得 

すること。 

【社会福祉学部社会福祉学科】 

社会福祉学部社会福祉学科は、建学の精神および星槎の三つの約束に基づき、教育課程が定め 
る科目を履修し、以下の知識・能力・態度を身につけ、定められた授業科目を含む１２４単位 
以上、通算ＧＰＡが１．２以上を満たした者に「学士」の学位を授与する。 

＜学修目標＞ 
１． ソーシャルワークの基礎知識や基本技能を修得し、それらを関連づけて体系的に理解して 

いること。（知識・技能） 
２．共生社会の創造のため、人間と文化、社会と歴史、自然と環境、外国語、健康などに関する幅

広い教養を身につけていること。（知識・技能） 

３．コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力、情報リテラシー及び知識や情報を複眼的 

・論理的に分析し表現できる能力を身につけていること。（思考力・判断力・表現力等） 

４．現代社会や地域が抱える課題に気付き、それらの解決に果敢に立ち向かう能力を身につけ

ていること。（知識・技能）（思考力・判断力・表現力等） 

５．生涯学び続けるための意欲と学習する習慣を身につけていること。（主体性を持って多様な

人々と協働して学ぶ態度） 

６．自らを律し、他者と協調・協働して行動ができること。（主体性を持って多様な人々と協働し

て学ぶ態度） 

７．人の尊厳を重んじ、豊かな人間性を尊重できる態度を身につけていること。（主体性を持って

多様な人々と協働して学ぶ態度） 

＜履修すべき科目と単位＞ 
１． 主体的な学修の基盤となり、社会福祉学について専門的に学んでいくための基本的な知識 

としても必要となる共通教育科目群から３０単位以上を修得していること。 
２．社会福祉学に関する専門的な知識や技能を修得するために設置されている専門科目群から

６４単位以上を修得していること。 

３．社会福祉学科では、共生社会の実現に不可欠な福祉援助について体系的に学び、個人や社会に 

とって必要な課題解決のために創意工夫する能力を身につけることを目標としている。こ 

のため、「相談援助の基盤と専門職Ⅰ」「相談援助の基盤と専門職Ⅱ」「現代社会と福祉Ⅰ」

「現代社会と福祉Ⅱ」「社会保障論Ⅰ」「社会保障論Ⅱ」「低所得者に対する支援と生活保護制 

度」「権利擁護と成年後見制度」「保健医療サービス」「障害者に対する支援と障害者自立支援

制度」「福祉行財政と福祉計画」の１１科目２２単位を必修科目として履修し、単位を修得する

こと。 

４． 表現力やコミュニケーション能力の育成とともに、大学生としての基礎的な知識と基本的な 

学修能力の修得を目指し、１年次より必修科目として設置されている「スタートアップ 

演習」「基礎ゼミナール（ⅠＡ～ⅡＢ）」「地域共生プログラム」の６単位を修得していること。 

【美術学部】 

美術学部デザイン学科及び建築学科は、建学の精神および星槎の三つの約束に基づき、それぞ 
れの教育課程が定める科目を履修し、以下の知識・能力・態度を身につけ、定められた授業科目を 
含む１２４単位以上、通算ＧＰＡが１．２以上を満たした者に「学士」の学位を授与する。 

 

【美術学部デザイン学科】 

＜学修目標＞ 
１． 美術、デザインの専門家に必要な基礎的素養を身につけ、共生社会の創造のため、人間と 

文化、社会と歴史、自然と環境、外国語などに関する幅広い教養を身につけていること。 
（知識・技能） 



２．他者との関係において、対話に関わる表現能力や論理的かつ創造的思考力を働かせ、直面する

課題解決のための判断力を身につけていること。（思考力・判断力・表現力等） 

３．制作・研究について高い意欲と幅広い関心をもち、社会の中で自らの課題に主体的に取り組 

むことができ、地域や国内外で、他の人々と協同しその解決と達成に積極的に関わっていく高い 

コミュニケーション能力を身につけていること。（主体性を持って多様な人々と協働して 

学ぶ態度） 

＜履修すべき科目と単位＞ 
１． 美術・デザイン学について専門的に学んでいくための基本的な知識としても必要となる共 

通教育科目群から３０単位（うち必修科目１６単位）以上を修得していること。 
２．美術・デザイン学に関する専門的な知識や技能を修得するために設置されている専門科目群から

６４単位（うち必修科目３２単位）以上を修得していること。 

３．共通教育科目群及び専門科目群から３０単位以上を修得していること。 

４．デザイン学科では、美術・デザイン学を体系的に学び、実践的学修で培われた知識、技能、

態度等を総合的に活用し、直面している問題の発見、解決方法について考える力を身につ 

け、地域や国内外での多様な人々と協働して学ぶことができることを目標としている。このた 

め、「美術学概論Ⅰ」「美術学概論Ⅱ」「平面構成Ⅰ」「平面構成Ⅱ」「色彩環境論」「デッサン 

Ⅰ」「デッサンⅡ」「デッサンⅢ」「デッサンⅣ」「西洋美術史Ⅰ」「西洋美術史Ⅱ」の１１科目

２２単位を必修科目として履修し、単位を修得すること。 

５． コミュニケーション能力や表現力の育成とともに、大学生としての基礎的な知識と基本的な学 

修能力の修得を目指し、1 年次より必修科目として設置されている「スタートアップ演習」 

「基礎ゼミナール（ⅠＡ～ⅡＢ）」「地域共生プログラム」の６単位を修得していること。 

【美術学部建築学科】 

＜学修目標＞ 
１． 次代の可能性を切り開き共生社会の実現ならびに貢献できる人材として、建築学に関する 

専門知識や技能を基礎に、自国の文化や社会環境、地域共生などに関する幅広い教養を身に 
つけている。（知識・技能） 

２．建築のプロフェッショナルとして、技術者倫理を基礎に企画力・提案力・分析力・表現力な   ど、広

く社会に通用する人間力を身につけている。（思考力・判断力・表現力等） 

３．地域や共生社会に関する様々な問題に関心を持ち、「建築デザイン」と「ものつくり」を通し

て、さまざまな人と協働して問題解決に真摯に向き合う態度とコミュニケーション能力を

身につけている。（主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度） 

＜履修すべき科目と単位＞ 
１．建築学について専門的に学んでいくための基本的な知識として必要となる共通教育科目群 

から３０単位（うち必修科目１６単位）以上を修得していること。 

２．建築学に関する専門知識や技能を修得するために設置されている専門科目群から６４単位 

（うち必修科目４１単位）以上を修得していること。 

３．共通教育科目群及び専門科目群から３０単位以上を修得していること。 

４．建築学科では、建築学を体系的に学び、実践的学修で培われた知識、技能、態度等を総合的に 

活用し、直面している問題の発見、解決方法について考える力を身につけ、地域や国内外での 

多様な人々と協働して学ぶことができることを目標としている。このため、「基本製図」「建築 

設計製図」「建築史」「建築システム論」「建築材料」「建築設計演習Ⅰ」「建築設計演習 

Ⅱ」「建築計画Ⅰ」「建築設備Ⅰ」「建築構造力学Ⅰ」「建築構造力学Ⅱ」「建築材料実 

験」「建築法規Ⅰ」「建築環境Ⅰ」「建築施工」「都市計画」の１６科目３１単位を必修科 

目として履修し、単位を修得すること。     

５． コミュニケーション能力や表現力の育成とともに、大学生としての基礎的な知識と基本的な学 

修能力の修得を目指し、１年次より必修科目として設置されている「スタートアップ演習」「基 

礎ゼミナール（ⅠＡ～ⅡＢ）」「情報基礎演習（Ⅰ・Ⅱ）」「地域共生プログラム」の８ 単位を修 

得していること。 



 

【単位認定及び成績評価】 
単位は、試験や出席状況等の総合的評価で認定となる。それに伴い、下記の基準に従って成績評 

価される。 

 

【成績等の表示及び成績評価基準】 

区分 評価 成績評価基準 ＧＰ 評価内容  

 
 

 
合 格 

Ｓ 
（秀） 100～90点 4.0 特に優れた成績を表します。 

Ａ 
（優） 89～80点 3.0 優れた成績を表します。 

Ｂ 
（良） 79～70点 2.0 妥当と認められる成績を表します。 

Ｃ 
（可） 69～60点 1.0 合格と認められる最低限の成績を表します。 

不合格 
Ｆ 

（不可） 59点以下 0.0 
合格と認められる最低限の成績に達していな
いことを表します。 

 
ＧＰ 

対象外 

Ｒ 

（認） 

 

単位認定科目 
 

— 
転入学や留学等により他大学で修得した科目
を本学の単位として認定したことを 
表します。 

Ｗ 履修中止 — 
所定の手続きを経て履修を中止したことを表し
ます。 

 

【ＧＰＡ（グレード・ポイント・アベレージ）制度】 

単位認定及び成績評価における成績基準のＧＰ（成績ポイント）に基づき、次のとおりＧＰＡが 
算出される。ＧＰＡは学期ごと及び在学の通算で算出され、卒業判定・ＣＡＰ（キャップ）制度 

・修学指導等に活用される。 

 

【ＧＰＡ（グレード・ポイント・アベレージ）算出方法 】 

１．「Ｗ（履修中止）」は計算式に含まない。また，教職課程科目など卒業要件単位に算入しな 

い科目は、ＧＰＡ算出の対象としない。（他学部・他学科の専門科目修得は算入される。） 

２．「総履修登録単位数」には、不合格科目を再履修し合格の評価を得た場合及び再履修の結果 

再び不合格（Ｆ評価）であった場合のそれぞれの再履修前のＦ評価を通算ＧＰＡに算入しな

い。ただし、学期ごとに算出するＧＰＡにはそれぞれ算入する。 

３．ＧＰＡは小数点第２位を四捨五入し、小数点第１位までの数値で、次のとおり成績通知書及び

成績原簿・成績証明書に記載する。 

 

○ 成績通知書…学期ごとのＧＰＡ、通算のＧＰＡ 

○ 成績原簿・成績証明書…通算のＧＰＡ 

 

【ＣＡＰ（キャップ）制度 】 

ＣＡＰ制度とは１学期（１セメスター）に履修登録できる単位の上限を設ける制度であり、大学 
設置基準に基づく学習時間を確保してもらうため、さらに多くの授業を履修しすぎてどの科目の学

習も中途半端になることのないよう授業に集中してもらうことを目的に導入している。 

１．ＣＡＰの標準単位数 

１学期に履修登録できる標準単位数を２２単位に設定する。ただし、大学内または学外施設内   の授

業が主となる実技・実験・実習及び卒業要件以外の自由科目（教職科目等）の単位につい   ては、履

修制限単位に含まないものとする。 

２．標準単位数の変更 

学部長により資格取得等の関係で標準単位数を越えての履修がやむを得ないと判断された学 



 

生は、２６単位を超えない範囲内で履修登録を行うことができる。

３．変動型ＣＡＰ制度（履修制限） 

きめ細かい履修指導・学習支援を実施するため、前学期のＧＰＡに基づき１年生後期以降の

１学期に履修登録できる単位数を下表のとおり４段階に設定する。 

前学期のＧＰＡ 履修可能単位数  

3.5以上 28 

3.0以上3.5未満 26 

1.5以上3.0未満 22（標準） 

1.5未満（履修指導対象者） 18 
※１．５未満の履修指導対象者には、前号の標準単位数変更を適用しない。 

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 
ＧＰＡ制度の採用 
（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 
（任意記載事項） 

 
 

経営 

 
 

経営 

 
 

１２４単位 

 
 

有 

２２（標準）単位 

※前学期のＧＰＡによ

り、標準単位数の変更

や変動型ＣＡＰ制も導 
入している 

 

 

社会福祉 

 

 

社会福祉 

 

 

１２４単位 

 

 

有 

２２（標準）単位 

※前学期のＧＰＡによ

り、標準単位数の変更

や変動型ＣＡＰ制も導

入している 

 
 
 
 

美術 

 
 

デザイン 

 
 

１２４単位 

 
 

有 

２２（標準）単位 

※前学期のＧＰＡによ

り、標準単位数の変更

や変動型ＣＡＰ制も導 
入している 

 
 

建築 

 
 

１２４単位 

 
 

有 

２２（標準）単位 

※前学期のＧＰＡによ

り、標準単位数の変更

や変動型ＣＡＰ制も導

入している 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 
公表方法：ホームページ掲載 
（https://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2017/05/seiseki_gpa.pdf） 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法：本学ホームページ掲載 

（https://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2019/05/ 

44e6f438042d755328f2dc7266e05cbf.pdf） 

 
 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：ホームページ掲載／ 

https://www.seisadohto.ac.jp/campus_life/facilities/ 

http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2017/05/seiseki_gpa.pdf
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2019/05/
http://www.seisadohto.ac.jp/campus_life/facilities/
http://www.seisadohto.ac.jp/campus_life/facilities/
http://www.seisadohto.ac.jp/campus_life/facilities/


⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 

経営学部 

経営学科

(1 年) 
770,000 円 200,000 円 200,000 円 施設設備費 

経営学科

(2-4 年) 
770,000 円 －円 300,000 円 施設設備費，教育充実費 

 

社会福祉

学部 

社会福祉学科

(1 年) 
770,000 円 200,000 円 200,000 円 施設設備費 

社会福祉学科

(2-4 年) 
770,000 円 －円 300,000 円 施設設備費，教育充実費 

 
 
 

美術学部 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科

(1 年) 
970,000 円 200,000 円 350,000 円 施設設備費，実験実習費 

ﾃﾞｻﾞｲﾝ学科

(2-4 年) 
970,000 円 －円 450,000 円 

施設設備費，実験実習費 
教育充実費 

建築学科

(1 年) 
970,000 円 200,000 円 350,000 円 施設設備費，実験実習費 

建築学科

(2-4 年) 
970,000 円 －円 450,000 円 

施設設備費，実験実習費

教育充実費 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

 

本学では、ゼミナール担任制を設け、少人数体制で個別に修学上の助言・支援を行ってい

る。さらに担任でない教員についても、オフィスアワーの表示板を設けて授業科目について

の質問・相談を受けられるよう各研究室内で逐次学生の対応を行っている。また、身体等に

障害のある学生がその能力に応じて十分な教育を受け、豊かな学生生活を実現できるように

修学サポートを行っている。 

まず、ホームページ等で当該学修支援体制を広く周知しており、修学サポート申請書で申

請学生のニーズを学務課で収集し、修学サポートの事前準備を行っている。 

申請書を学務課で受理した後に、具体的な修学サポート内容をコーディネイトするために学

生相談室に配置したスクールカウンセラー（臨床心理士）との面談を経て、学生個々の修学

支援体制を構築している。 

なお、学生のニーズに合わせて所属する学部、学科、履修科目担当教員にも情報が共有さ

れていることから、全学的な学習支援体制を整備している。 

 
https://www.seisadohto.ac.jp/students/information/counseling/ 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

 

本学では学生の進路に係る支援を、キャリア支援委員会を設置し、キャリア支援センター

と教員の緊密な連携のもと以下のとおり取り組んでいる。 

①様々な業種・業態理解、職業意識の涵養、２年次以降のインターンシップ参加に繋げ

ることを目的とした、正課授業「キャリア支援演習Ⅱ」を全学部１年生に受講させてい

ることが挙げられる。講義は北海道中小企業家同友会と連携し、会員である中小企業の

経営者を招聘し、講話を依頼している。 

②新卒応援ハローワークのジョブサポーターの出張相談を開催しており、大学の求人に

とどまらず、職業選択の幅を広げることに役立っている。 

③本学では北海道内の１１の大学で構成されている北海道地域インターンシップ推進協議 

会に加盟しており、加盟大学が連携し地域の産業界との交流を深め、インターンシップ 

http://www.seisadohto.ac.jp/students/information/counseling/


 

の普及・拡充を図っている。なお、インターンシップ参加学生数の目標設定を行い、前

記したインターンシップに加え、北広島市役所、北広島商工会、由仁町役場並びに本学

取引先に協力を要請して、受入企業等の自己開拓に努めている。 

④留学生に対して卒業後の就職・進路希望調査を実施し、新卒応援ハローワークの留学

生担当者を招いての留学生就職ガイダンスを開催している。 

⑤本学では２年生全員に「ＶＰＩ職業興味検査」を実施し、自分の職業への興味を自覚

し、職業情報を得ることの大切さを学ばせている。また、３年生全員に計５回の就職ガ

イダンスを実施している。その他、「リクルートスーツの選び方・着こなし方講座」、 

「働く人たちを守る法律に ついての講座」などテーマごとのガイダンスを開催すると

ともに、企業による単独学内 説明会や福祉施設（１０事業所）を招いての合同の説明

会を実施している。経営学部単独では、公務員を目指す学生が多いことから、公務員予

備校（東京アカデミー）から講師を招き、試験対策講座を実施している。さらに就職内

定者に対しては、就職後の職場定着支援の一環として「内定者対象マナー講座（社会人

になる前に知っておきたいマナー）」を開催するなど、各種就職ガイダンスを実施して

いる。 

⑥個人面談（キャリアカウンセリング） 本学では、就職・進学に対する相談助言体制は

小規模校のメリットを活かし、個人面談中心の支援を実施している。特に３年生全員に

個人面談を実施しており、面談内容をキャリアカルテとして求職登録票とともに集約

し、キャリアカウンセリングを行う際の基礎データとしている。 

 
https://www.seisadohto.ac.jp/students/employment/support/ 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

 

本学では、学生サービス・厚生補導のための主たる組織として、学務課がその対応にあた

っており、「生活相談」、「保健相談」、「栄養相談」など学生生活に関する様々な相談に

応じている。特に近年は、精神的な悩み事・心配事を持つ学生が多くなっていることから、

スクールカウンセラー、学務課、学部・学科の教員、臨床心理士を含む３名の学生生活カウ

ンセラーが連携をはかり、学生の問題解決をはかる体制を整備している。 

学生の心身の健康等に係る支援に対応する主施設は、利用学生が訪問上、個人の匿名性に配

慮した設置をしている学生相談室と、怪我や体調不良者への応急処置が可能な保健室の２施

設となる。 

また、バリアフリー施設・設備としては、エレベーターが２号館と本部棟に整備されてお

り、車いす用のスロープは１・２号館に、身障者用トイレは２号館、身障者用駐車場は本部

棟前に設置している。 

 

https://www.seisadohto.ac.jp/students/information/infirmary/ 

https://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2019/05/a482ad1761cce155ef8cff0490b7b285.pdf 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：ホームページ及び広報誌（大学案内） 

https://www.seisadohto.ac.jp/ 

 

http://www.seisadohto.ac.jp/students/employment/support/
http://www.seisadohto.ac.jp/students/information/infirmary/
http://www.seisadohto.ac.jp/uploads/2019/05/a482ad1761cce155ef8cff0490b7b285.pdf
http://www.seisadohto.ac.jp/
http://www.seisadohto.ac.jp/

